
持続可能なツアー作りについて（背景）

北海道でも有数の水鳥の飛来地

 渡り鳥の中継地

 タンチョウやオジロワシの営巣地

 繁殖生態が不明なオカヨシガモの繁殖地

 ラムサール条約登録湿地（平成17年）

濤沸湖＝網走市と小清水町にまたがる周囲約28kmの湖

保全と利用のルール

野鳥の繁殖状況などの利用実
態について、十分な知見が得
られていないため、平成26年
策定ルールでは、「湖面に
ボートやカヌーを持ちこまな
いこと（※漁業関係者を除
く）」としていました。

湖面利用の在り方について、協議を経て持続可能な利用を可能とする
仕組み作りへルールを改正。※条件あり



持続可能なツアー作りについて（新ルール）
カヌーを活用した濤沸湖のワイズユース運営案（湖面・湖岸のワイズユース

ルール）に基づいた乗り入れおよびカヌーツアーの実施を行う。
※湖面利用できるのは、登録ガイドのみ

鳥類ファースト

カヌー利用時期時期・時間

カヌー出艇頻度

カヌー湖面連続滞在時間

カヌー出艇数

4時間

最大で毎週２回

6月～8月 8:00～16:00

• 雛連れ家族からは、距離を取る。姿が見えないところまで
下がる。

• ヨシ原（営巣地）からは5ｍ以上の離岸距離を保つ。
• ヒシクイが湖面にいる場合はカヌー湖面利用しない。
• タンチョウ飛来時には、ルート等変更を検討

3艇

この新ルールに基づいたカヌー・カヤックツアーの造成をするために、
ガイド育成・登録制度の構築などに取り組む。



登録ガイドの前提条件

1. 濤沸湖の魅力伝達

湖の成り立ち

自然環境の特筆点

保全の取り組み、地域産業等

2. 規定のモニタリング調査の実施およびカヌー走行日誌の記録

オカヨシガモの生態情報の定量・定性データ収集

水草の分布範囲の記録

トンボ類チェックシートの記録

登録ガイドは、カヌー・カヤック走行技術（有資格者）を持ち、かつ
濤沸湖についての知識とモニタリング技術を有する必要がある。



実施計画

カヤックガイド
講習会

全5回

モニター
走行

6月4日ワイズユース講習会

各ガイド2回以上参加

※ガイドが実際のコースを走行

トレーニングガイド
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結果

カヤックガイド
講習会

6月 7月 8月

全5回
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登録ガイド募集説明会（5/19）

【概要】

オホーツク農山漁村活用体験型ツーリズム推進協議会（網走市）と共同開催。
それぞれの団体での登録ガイド募集および登録要件、ガイド育成について説明

【実施内容】

当初、5/16（網走市・コネクトリップ）および5/19（小清水町観光協会）の２
会場にて行う予定だったが、5/15に北海道に緊急事態宣言が発令されたため、
オンライン方式に切り替え、実施も5/19のみとした。

【参加者数】

参加者15名（関係者別途）



濤沸湖ワイズユース講習会（6月4日）

【概要】

濤沸湖ガイド希望者向けに、モニタリングの内容などを説明。

【実施内容】

当初、濤沸湖水鳥・湿地センターにて実施予定だったが、緊急事態宣言延⾧のた
めオンライン方式に切り替え時間も短縮した。モニタリング対象である「野鳥」
「水草」「トンボ」などについて専門家より講義を実施。

【参加者数】

参加者23名（関係者別途）



濤沸湖ワイズユース講習会（内容）



カヤックガイド講習会（7月～）

【概要】

オホーツク農山漁村活用体験型ツーリズ
ム推進協議会（網走市）と共同開催。

カヤックガイドに興味がある希望者向け
に、実技・講習を含めた内容で実施。

当初6月から実施予定であったが、緊急
事態宣言延⾧のため、7月に延期。



カヤックガイド講習会（内容）

回 実施日 参加者 内容

1 6月
23日・27日

13名 カヤック教養及びカヤック操作基礎練
習

2 7月
4日・7日

14名 カヤック操作基礎練習

3 7月
11日・14日

14名 カヤック操作応用練習及びカヤック操
作技術向上練習

4 7月
18日・21日

13名 不測事態時の対処法と水難レスキュー
方法等

※同じ内容を２つグループに分けて、全4回で行った。



小清水原生花園 花の講習会（7月4日）

【概要】

濤沸湖および小清水原生花園を組み合わせたツアー造成のため、原生花園を案内でき
るような人材育成を目指して、花について学ぶ基礎講習会

【参加者数】

参加者15名



濤沸湖テストモニター走行（7月～）

実施日 参加者 所属等

7月3日（午後） 1名（午前・午後）
2名

弟子屈町ガイド
網走市ガイド

7月9日（午前・午後）
※撮影

3名（午前・午後） 弟子屈町ガイド

7月17日（午前・午後） 1名（午前・午後）
１名（午前のみ）

網走市ガイド

7月28日（午前・午後） 1名（午前・午後） 網走市ガイド

8月27日・28日 撮影 清里町ガイド

※実際にコースを走行し、想定ツアー内容に沿って水鳥・湿地センターでビデオ鑑賞・レクチャー受講



濤沸湖テストモニター走行評価（ガイド）

【フィードバック】

• カヤックとカヌーでは、お客様がツアーに持つイメージに隔たりが出てく
るので、申込時から分けた方が良い。

• エコツアーを明確にうちだすのであれば、じゃらんや体験ドットコムなど
のOTA以外にもホームページでしっかり告知するページを設けた方が良い

• 緊急時の避難ルートをガイド全員で共有し、その他問題点などを洗い出し
た方が良い

• 現状のツアー案は、「濤沸湖水鳥・湿地センター → カヌー・カヤック
体験」という流れであるが、天候急変などで乗れなくなってしまう可能性
があるので、天候が安定している間に先にカヌーやカヤックに載せてし
まって、その後しっかり水鳥・湿地センターで勉強する流れにした方が良
い。

• ガイド料の設定については、遠方からの場合は、交通費の上乗せなどがな
いと受ける側の採算性が取れない。



静止画・動画撮影

7月（カヌー）・8月（カヤック）で実施。チラシやホームページに使用する他、PR
用にティザー動画作成



本番ツアーの告知開始（7月下旬～）ー１
自社サイト 北海道体験



本番ツアーの告知（内容）ʷ2

facebook広告 DOSHINプラウ 7/30 DOSHINプラウ 8/6



本番ツアー実施（8月22日）

【概要】

2組の参加者申込（直接電話問合せ）。当日は風が強い予報（7～8ｍ）で、途
中で引き返す可能性がある旨伝えて実施。実際に平和橋までで折り返した。
また行程を、カヌー→濤沸湖水鳥・湿地センターに変更して行った。

ガイドはコネクトリップより派遣１名、観光協会サポート1名（合計3艇）



19
ツアーの⾧さや全体の満足度など5項目でアンケートを実施。平均で85点の満足度。

ツアー後アンケート（8月22日）



まとめ

【カヌー・カヤックガイドの育成・登録制度について】

• 登録ガイドの条件であるモニタリング技術（野鳥の識別など）は実際にモ
ニター走行した結果、「遠方で飛び立つ鳥が何の鳥か判別できない」が一
番のボトルネックとなった。モニタリングの内容や講習会の内容について
など、次年度以降の見直しが必要

• 登録ガイドに必須である「ワイズユース講習会」は、毎年受講を求めるた
め、外部の専門家による講師費用などのランニングコストが毎年必要とな
る。ランニングコストを抑えた効率的な講習会を実施する上では、毎年利
用できるビデオレクチャーなどの作成がのぞましい。

• ガイドのモニタリング技術を向上し、繁忙期においてもガイドを確保する
ためには、ガイド自身のモチベーション向上（濤沸湖に対するファン化）
を促す必要がある。


